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議事次第議事次第

１ 横浜環状南線・上郷公田線の事業概要について１ 横浜環状南線 上郷公田線の事業概要について

２ 工事内容や残土の搬出計画等について２ 工事内容や残土の搬出計画等について
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１ 横浜環状南線・上郷公田線の事業概要
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横浜環状南線と上郷公田線の関係横浜環状南線 郷公 線 関係
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横浜環状南線と上郷公田線の概要横浜環状南線 郷公 線 概要

(仮称) 桂町トンネルイメージ

今回説明範囲
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■上郷公田線「桂台地区」基本計画案

桂台第四公園

神戸橋

交差点

5
※「イメージ図」は、あくまでイメージであり、詳細については関係機関との協議等により変更となることがあります。

基本計画案の全体イメージ図 基本計画案のトンネル坑口付近イメージ図



２ 工事内容や残土の搬出計画等
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■ 工事概要

○ 工事名 横浜環状南線 公田地区掘割試験工事

○ 路線名 般国道468号（横浜環状南線） 上郷公田線

 

○ 路線名 一般国道468号（横浜環状南線） 上郷公田線

○ 工事場所 自）横浜市栄区犬山町 至）横浜市栄区公田町

○ 工期 平成26年2月5日～平成29年3月20日（1,140日間）

○ 請負人 株式会社 大林組

○ 工事内容 公田地区の掘割区間における主に地下水対策工の評価を

行うために実施する函渠工を含む試験工事行うために実施する函渠 を含む試験 事

○作業日 平日・土曜日及び祝日は通常作業、日曜日は原則休工

土運搬・資機材搬入は、土曜・日曜及び祝祭日は休止土運搬 資機材搬入は、土曜 日曜及び祝祭日は休止

○作業時間 原則8時～17時 ※大型車両の通行 原則9時～17時
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至原宿

■ 工事位置図

函渠工区

至原宿

上郷小

ﾗﾝﾌﾟ工区

環
状

４
号

公田小

桂台中

公田小

桂台小 神戸橋
交差点

至朝比奈

旧矢沢小

8



■ 工事箇所

至桂台小
至図書館

至荒井沢

至公田小至公田小
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■ 函渠施工箇所

① ①断面①－①断面

副道 下り線
上郷公田線

上り線

22.7
21.5

1
1
7
5
0戸塚方面 釜利谷方面

39589
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① ①断面

■ ランプ施工箇所

①－①断面

下り線

上郷公田線

上り線副道 副道線

8
0
0

り線副道

9
8

282463360028854

戸塚方面
釜利谷方面

②－②断面
上郷公田線
下り線

上郷公田線
上り線副道 副道

戸塚方面
釜利谷方面

9
8
0
0

戸塚方面
釜利谷方面
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戸塚方面

279003380028800

戸塚方面



■ 公田ＩＣ周辺の工事の残土等運搬の候補ルート
◆公田ＩＣの周辺の工事及び桂台トンネルの工事等で発生する残土等運搬の候補ル ト

本郷小

栄図書館

◆公田ＩＣの周辺の工事及び桂台トンネルの工事等で発生する残土等運搬の候補ルート

地上部ルート

シ ルドト ネル

り
ル

ー
ト

シールドトンネル
内ルート

函渠工区

上郷小

ﾗﾝﾌﾟ工区

桂
台

通
り

桂台中

回転立坑予定位置回転立坑予定位置

公田小

ﾗﾝﾌ 区 桂台中

公田小ルート 神戸橋
交差点

桂台小
上郷公田線ルート

回転立坑予定位置回転立坑予定位置

交差点

シールドトンネル内ルート回転立坑予定位置回転立坑予定位置
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発進到達立坑予定位置発進到達立坑予定位置



■ 残土等運搬ルートの選定にあたって

◆これから本格的な工事となり、工事規模も大きくなります。

今回の掘割試験工事は公田ＩＣの本格着工に向けた基礎データを当該今回の掘割試験工事は公田ＩＣの本格着工に向けた基礎デ タを当該
工事で確保し、成果をＩＣの施工計画等に適切に反映させるために必要
な工事です。

また、シールドトンネル回転立坑の工事はシールドマシンを反転させ
るために必要な回転場を確保するために必要です。

そのためシールドトンネル完成までの間、これらの工事のほか公田Ｉ
Ｃ周辺の工事で発生する土砂を含め約25万ｍ3の土砂を運搬する車両や
資材等を運搬する車両（ピ ク時には１日当り約150台/片道）は 公資材等を運搬する車両（ピーク時には１日当り約150台/片道）は、公
道など地上部を通行する必要があります。（ステップ１）
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■ 残土等運搬ルート(地上部)の選定にあたって

ステップ１における地上部の残土等運搬ルートの選定にあたっては、
安全面の確保や生活道路への影響など地域住民の方への影響ができるだ

がけ小さくなるよう、ルートを比較検討する必要があります。

具体的な検討内容は以下に示す内容となります。

＜生活道路への影響低減＞
①学校の周辺道路は極力避ける
②バス路線への影響は極力避ける

＜安全面での配慮＞
①歩行者 一般車両の安全確保①歩行者、 般車両の安全確保
②大型車両の離合箇所の選定
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■ 残土等運搬ルート(地上部)の比較検討

本郷小

栄図書館

・大型車両の通行にあ
・ルートに沿って小、中学校があり
下校時間はバラバラである大型車両の通行にあ

たって、時間帯（7-9、
16-19）で大型車の通行
禁止区間がある。

・車線幅が十分でなく大
型車両の離合が困難。

下校時間はバラバラである。

・学童の安全確保も含め、その周辺
道路は極力回避する事が望ましい。

・バス路線であり、バスの運行への
影響を避ける上で、バス路線の道路
は極力回避する事が望ましいは極力回避する事が望ましい。

り
ル

ー
ト

函渠工区

上郷小

ﾗﾝﾌﾟ工区

桂
台

通
り

回転立坑予定位置回転立坑予定位置

旧矢沢小

ﾗﾝﾌ 区
桂台中

・市道（南北横断箇所）との交差に係る
安全確保が課題。

公田小

公田小ルート 神戸橋
交差点

桂台小

安 確保 課題。

・大型車両の離合が困難。

・大型車両は通行禁止と
なっている。（路線バス、

イク 除く）

上郷公田線ルート

交差点

マイクロ除く） 回転立坑予定位置回転立坑予定位置
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発進到達立坑予定位置発進到達立坑予定位置



■ 残土等運搬ルート(地上部)の選定

ステップ１における地上部の残土等運搬ルートの具体的な検討結果は以下に示す内容
となります。

図書館ルート 公田小ルート 桂台通りルート 上郷公田線ルート
項　　　　目

比較ルート

＜生活道路への影響低減＞

① ○ △ △ ○

② △ △ △ △

＜生活道路への影響低減＞

学校の周辺道路は極力避ける

バス路線への影響は極力避ける
② △ △ △ △

＜安全面での配慮＞

① △ △ △ ○

（送迎バスなども含め）

歩行者・一般車両の安全確保① △ △ △ ○

歩行者・一般車両と工事用車両との交差 あり あり あり あり

歩行者・一般車両と工事用車両との分離 不可能 不可能 不可能 一部可能

歩行者 般車両の安全確保

② × × ○ ○大型車両の離合箇所の選定

残土等運搬ルートの選定に際し、地上部のルートを比較した結果、事業用地内を活用し
た上郷公田線ルートが優れている ただし 安全対策及び周辺住宅地への環境配慮が必

16

た上郷公田線ルートが優れている。ただし、安全対策及び周辺住宅地への環境配慮が必
要。



■ 残土等運搬ルート(地上部)の選定にあたって(結果）

◆桂台通りルートと上郷公田線ルートを併用することも考えられ

ますが 小学校児童の安全対策を一層向上させるため 上郷公田ますが、小学校児童の安全対策を一層向上させるため、上郷公田

線ルートの単独ルートを選定します。
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至原宿

■ 残土等運搬ルート(上郷公田線ルート)(予定)

函渠工区

至原宿回転立坑予定位置回転立坑予定位置

上郷小

ﾗﾝﾌﾟ工区

環
状

４
号

公田小 桂台小
神戸橋
交差点発進到達立坑予定位置発進到達立坑予定位置公田小 桂台小
交差点発進到達立坑予定位置発進到達立坑予定位置

回転立坑予定位置回転立坑予定位置 上郷公田線ルート

旧矢沢小

残土等運搬ルート整備

付替道路整備

市道

★ 誘導員配置箇所
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■ シールドトンネル完成後の残土等運搬ルートについて

◆シールドトンネル完成後は、公田ＩＣ周辺の工事及び桂台トンネルの

工事で発生する約140万ｍ3の土砂や工事に必要な資材等は、原則シーや 、

ルドトンネル内を活用して運搬する計画です。（ステップ２）

※上郷公田線の上郷 桂台地区の工事では 事業用地 市道を工事用車※上郷公田線の上郷・桂台地区の工事では、事業用地・市道を工事用車
両のルートとして計画しています。
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至原宿

■ シールドトンネル完成後の残土等運搬ルート(予定)
至原宿

上郷小

環
状

４
号

公田小 桂台小
神戸橋
交差点上郷公田線の上郷･桂台地区の公田小 桂台小
交差点

公田ＩＣ周辺の工事で発生する
土砂や工事に必要な資材等は

上郷公田線の上郷 桂台地区の
工事では、事業用地･市道を工
事用車両のルートとする計画で
す。

シールドトンネル内ルート

土砂や工事に必要な資材等は、
原則シールドトンネル内を活用
して運搬する計画です。

(右側桃色点線のルート)

旧矢沢小

残土等運搬ルート整備

付替道路整備

市道
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■ 残土等運搬ルート(上郷公田線ルート)断面図

○ (ステップ１)  掘割試験工事及び回転立坑工事等で通行

遮へい板遮へい板

歩道境
界

車道 歩道車道事業用地 境
界

（工事用車両 通行）
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注）イメージを表したものであり確定した構造ではありません。



■ 残土等運搬ルート(上郷公田線ルート) 平面図(1/3)

桂
台
第
四
公

ゆ
う
も

誘導員配置箇所

公
園

や
緑
道

落柿公園
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■ 残土等運搬ルート(上郷公田線ルート) 平面図(２/3)

あ
さ
も

誘導員配置箇所

も
や
緑
道
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■ 残土等運搬ルート(上郷公田線ルート) 平面図(３/3)

誘導員配置箇所

公社 上郷西ケ谷団地
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■ 残土等運搬ルート(上郷公田線ルート)の安全対策

市道交差(南北横断)箇所のイメージ
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■ 残土等運搬ルート(上郷公田線ルート)の環境対策(１/2)

1535048003500 4800 3500

公田方向 神戸橋交差点方向①－①断面

工事用道路
W=4000

防草対策

W=2.0m

防草対策

W=2.0m

遮へい板 遮へい板

H=3.0m H=3.0m

境 境

種散布

歩道境
界

車道 歩道車道事業用地 境
界

種散布

アスファルト舗装

表層t=5cm
路盤t=20cm
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注）イメージを表したものであり確定した構造ではありません。



■ 残土等運搬ルート(上郷公田線ルート)の環境対策(２/2)

遮へい板設置のイメージ

遮へい板等環境対策につきましては 地域の方々のご意見を伺い 配慮いたしま
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遮へい板等環境対策につきましては、地域の方々のご意見を伺い、配慮いたしま
す。



■ ダンプトラック走行時の騒音・振動管理

2m

騒音計

振動計
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■ 掘割施工例

地中連続壁

③掘削②山留工(芯材立て込み)①山留工(造成･撹拌)

⑤コンクリ ト打設④鉄筋組立 ⑥完成
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⑤コンクリート打設④鉄筋組立 ⑥完成



横浜環状南線(上郷・桂台地区)の工事計画

桂台第四公園

神戸橋

交差点

H25

H26

H27

上
郷
地
区

※公田試験工事・桂台地区の立坑工事は事業用地・市道を残土等運搬ルートとして計画

※上りトンネル貫通後は、トンネル内を主な残土等運搬ルートとして計画
桂
台

公
田
掘
割
試

H28 土工工事

区
立
坑
工
事 橋梁工事

地
区

立
坑
工
事

本
線

試
験
工
事

H29
～

H32

※この計画は現時点での計画であり、今後変更される場合があります。

事

※今後の発注工事に関しても、関連する自治会へ順次説明を行います。

線
部
工
事

舗装工事等 30

トンネル掘削工事



上郷公田線(上郷・桂台地区)の工事計画

桂台第四公園

神戸橋

交差点

H25
地元調整・設計・

警察協議

H26

H27

警察協議

地元調整・設計・警察協議
土工工事
（山切工事）

H28

H29

トンネル部工事 本線部工事

（山切工事）

※上郷・桂台地区の工事では事業用
地・市道を工事用車両のルートとして
計画

H29
～

H32 本線部工事 本線部工事 本線部工事

※この計画は現時点での計画であり、今後変更される場合があります。
31

※今後の発注工事に関しても、関連する自治会へ順次説明を行います。



■ 断面図(ステップ１)

○上郷公田線の事業用地を工事用車両が通行するイメージ図
(公田IC周辺の工事で発生する約165万m3の土砂のうち約25万m3を搬出)

遮へい板遮へい板

歩道境
界

車道 歩道車道事業用地 境
界

（工事用車両 通行）

注）イメージを表したものであり確定した構造ではありません。 32



■ 断面図(ステップ２)

境
界

至公田○ 掘削が完了した
シールドトンネル
内を工事用車両が

境
界

歩道 車道 歩道車道
内を工事用車両が
通行するイメージ図

40
m

置
で

の
深

さ
）

（上郷公田線）

Ｌ
=約

4

（
断

面
位

置

断面
位置

（横浜環状南線シールドトンネル工事中 工事用車両通行）

至 神戸橋

（横浜環状南線シ ルドトンネル工事中、工事用車両通行）

注）イメージを表したものであり
確定した構造ではありません。

至 神戸橋
交差点
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■ 計画横断図(完成イメージ)

至公田

歩道 副道 歩道副道

境
界

境
界

歩道 副道 歩道副道

40
m

置
で

の
深

さ
）

（上郷公田線）

Ｌ
=約

4

（
断

面
位

置

断面
位置

（横浜環状南線）（横浜環状南線）

至 神戸橋

注）イメージを表したものであり
確定した構造ではありません。

34

至 神戸橋
交差点



ご静聴ありがとうございましたご静聴ありがとうございました。

【問合せ先】

・横浜環状南線(上郷・桂台・公田地区)に関すること

東日本高速道路㈱横浜工事事務所工務課 電話 045-352-3771

・上郷公田線に関すること

(上郷・桂台・公田地区)(上郷・桂台・公田地区)

横浜市道路局建設課 電話 045-671-3556

(公田地区のうち(仮称)公田IC部)

横浜市道路局事業調整課 電話 045-671-2778

・栄区政に関すること

横浜市栄 政推進横浜市栄区区政推進課 電話 045-894-8161


